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ドナー登録者30万人をめざして！ 
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“命のあさがお”色鮮やかに 【聖徳大学付属 聖徳高等学校・聖徳中学校】 

取手市（旧藤代町）の広々とした田園風景の中にひときわ大きくそびえ立つ校舎。それが聖徳大学付属聖

徳高等学校・聖徳中学校です。この学校で、今年、命のアサガオが咲き乱れました。 

それは、一人の生徒がこの種を持ち込んだことから始まりました。「ボランティア活動をしている福祉委

員会の顧問の先生に渡したい」ただそれだけの想いでした。ところが、驚いたのはその後です。その話が

校長先生の耳に届き、「それであれば」と、なんと学校の顔といっても過言ではない正門のところに、花

壇が出来てしまったことです。それも、構内にある竹林から切り出した竹を格子状に組んだ、とても立派

な花壇です。もちろん、校長先生自ら率先して汗を流し、福祉委員会の皆さんとともに作り上げたという

ことです。また、朝夕の水やりは、主に守衛さんがやって下さっているとのこと。さらに、種も一度期に

蒔くのではなく、いつまでも花が楽しめるよう、時期をずらしながら蒔いているとのこと。本当に細かい

気配りです。ちなみに、「骨髄バンク支援 命のあさがお」と書かれた看板は、書道の先生が、特に『命』

にいのちを込めて書いて下さったそうです。この花壇を通して、生徒の皆さんはもちろん、学校を訪れる

多くの皆さんに命の尊さが伝わったことと思います。校長先生はじめ福祉委員会の皆さん、諸先生方、そ

して守衛さん、本当にありがとうございました。（伊井義人） 

『命のアサガオ』とは 

 ”いのちのアサガオ”は、１９９３年に白血病のため７才（小学校１年）で亡くなった丹後光祐（たん

ごこうすけ）君が、約３ヶ月間だけ通った小学校で大事に育てていた”アサガオ”です。光祐君は一時

退院後、再入院してさらに治療を進めていた９３年９月に容態が急変、母まみこさんに抱かれたまま息

を引き取った。「直前まで、まさか死ぬとは思っていなかった」とまみこさん。「取り返しのつかない

ことをしてしまった」と、自分を責めた。半ば放心状態で告別式を終え帰宅すると、縁側で鉢植えのあ

さがおが薄いピンク色の花を咲かせていた。「光祐が学校で世話をしていたアサガオでした」。種を取

り、翌年まいた。たくさんの花が咲き、種ができた。「捨てれば、光祐を見捨てることになる」との思

いにかられ、光祐君の死後、かかわり始めた「にいがた・骨髄バンクを育てる会」の人に分けた。 

「いのちのアサガオ」と名づけて……。【毎日新聞2002.07.18の記事より抜粋】 

いのちのアサガオは、今では全国各地で花を咲かせています。 

空の上から「おかあさん ぼくのアサガオいっぱい咲いてるね。」という光祐君の声が聞こえそうです。 

聖徳大学付属聖徳高等学校・聖徳中学校 

学校正門 

力強さを感じる看板の筆文字 
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ドナー登録者30万人をめざして！ 

４月～９月 茨城県内イベント・登録会等報告 

※上記９月１１日の募金に関しましては財団への募金として受領しました。 

※地区普及広報委員 担当回数：山﨑 ３回、小田倉 ３回、牛島 １回、細谷 ３回 、福間 ３回 

平成１７年度上期登録会終了！ 

４月～９月にかけて、県内各地で骨髄バンクドナー登録会とチャリティー募金活動が行われました。 

その結果、合計２６８名と非常にたくさんの方に登録をいただきました。登録会・募金活動に参加され

た皆さん、本当にお疲れさまでした。なお、９月の登録会で無事、平成１７年度の上期が終了し、上期

の登録者総数は昨年度上期より１８％増になりました。登録会に参加されました皆様のご協力に感謝申

し上げるとともに、下期も上期以上の登録者を目指してがんばって参りましょう！ 

開 催 日  
イベント名・登録会場名 登録者数   募 金 額   

月 日 曜日 

４ ２０ 水 伊勢甚労働組合寄付金贈呈式 － ￥４９,２８４ 

７ ２２ 金 筑西市役所献血併行登録会  ３名  

 ２３ 土 つつみ幼稚園PR&バルーン募金 － 

￥２６,１７０ 

（寄付） 

￥３０,０００ 

 ２８ 木 常陸大宮市役所献血併行登録会 １８名  

８ ４ 木 日立電線日高工場献血併行登録会 １６名  

 ５ 金 
三和町商工会館・カスミ三和店 

献血併行登録会 
 ６名  

 １２ 金 伊勢甚友部スクエア献血併行登録会 １１名  

 ２３ 火 
日製オートモティブシステム 

献血併行登録会 
２５名  

 ３１ 日 いしおか七夕まつりPR&バルーン募金 － ￥２６,８４５ 

 ２７ 土 まつりつくば献血併行登録会 ２６名  

 ２８ 日 まつりつくば献血併行登録会 １９名  

９ ４ 日 
茨城県青年会議所LOVEスクエア 

献血併行登録会 
２５名  

 ５ 月 ベイシア玉造店献血併行登録会 １６名  

 ６ 火 航空自衛隊百里基地献血併行登録会 ４９名（県内新記録）  

 １１ 日 手話入りミュージカルPR&募金  ￥７０,６３０ 

 １３ 火 ジョイフル本田荒川沖店献血併行登録会 １２名  

５ １５ 日 つくばフェステバル献血並行登録会 ４２名  

平成１７年度上半期を終了して 
今年度前半戦が終了しました。合計１３回で２６８名、対献血者登録率は２５．７％でなかなかの好成

績です。特に空自百里基地では県内過去最高記録も樹立されました。各登録会に参加された保健所ご担

当並びに会員の皆さんの大変なご尽力の賜物です。心より感謝致します。どうもお疲れ様でした。年間

開催回数はついに過去最高の３０回の大台に乗りました。平成１４年度より開始された現行の献血併行

型登録会方式も同年２５回、１５年２７回、１６年２９回と順調に開催回数を伸ばしてきており、誠に

喜ばしく思います。後半戦は１７回が予定されており、特に１０，１１，２月にピークとなります。地

区普及広報委員ならびに会員の皆さんのご協力が不可欠です。何卒よろしくご参加・ご協力いただけま

すようお願い申し上げます。（牛島英二） 
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ドナー登録者30万人をめざして！ 

４月～９月 茨城県内イベント・登録会等報告 

４月１５日 骨髄バンク担当者研修会 
今年度も日赤茨城県支部において骨髄バンク担当者研修会が開催されました。  

内容としましては、薬務課から昨年度実績と今年度計画、並びに登録要件変更についての説明がありま

した。今年度は関係機関での人事異動が多くあり薬務課のご担当は今年度から杉山さんから原さんに、

血液センターの担当課である業務課長に宮負（みやおい）さん、業務第一係長に阿部さん（前つくば

ルーム所長）が就任されました。また保健所の一部名称変更とご担当者の変更もありました。また、今

年度も登録推進員制度が継続実施されることになり各ルームとセンターに１名ずつ計４名の方が研修会

に参加されていました。登録推進員制度は昨年度限りと思っていましたので、これは朗報です。誠にあ

りがたいことです。予算獲得に尽力された薬務課（前任の杉山さん）のご努力に感謝します。研修会に

おいて私の方で準備した昨年度実績資料について説明を行い、続いていつもの通りの説明員研修を行い

ました。昨年以前からご担当され、説明員経験もある方も中にはいらっしゃったのですが、登録要件変

更と当日の説明方式変更もあり、新任の方も含めて参加者全員に解説グラビアを使った新しい説明方式

をロールプレイングで実際にやってもらいました。そのための模範演技を当日参加の細谷さんと福間さ

んにやっていただきました。（牛島英二） 
 
４月２０日日立伊勢甚労働組合寄付金贈呈式 
～創業２８０年の歴史に幕！～ 
伊勢甚は５月２０日 日立店を閉店し、その江戸時代からの歴史に終止符を打つことになりました。伊勢

甚ＯＢの私としても感慨深いものがあります。ボンベルタ日立店は１９６７年、旧伊勢甚グループの日立

伊勢甚として、市内銀座通りに開業しました。７７年にグループの小売部門がジャスコ（現イオン）と合

併し、８５年に神峰町の現店舗に移転しました。その後、ボンベルタ伊勢甚と社名変更され、８３年にひ

たちなか市に開店した伊勢甚勝田店と共に、一時は県内３店舗体制で、イオングループの百貨店戦略の中

核企業として位置づけられました。しかし、郊外型ショッピングセンターの台頭やイオングループの戦略

転換、店舗の老朽化などが重なり、０３年２月に水戸店が閉店し、この日立店の閉店で、１７２４年（享

保９年）に創業した呉服屋「伊勢屋」に源を発した「伊勢甚」は、創業２８０年にして完全に暖簾を下ろ

すことになりました。今回、５月２０日の閉店に伴い、伊勢甚労働組合が解散されることになり、歴代の

組合の方々の浄財を社会貢献のために寄付していただけることになりました。今までの募金の残額、４

９,２８４円をすべていばらきの会に寄付いただくことになり、伊勢甚労働組合を磯貝さんとともに訪

ね、いばらきの会への寄付金をお預かりしてきました。伊勢甚労働組合は、今まで毎年、夏と春の２回、

「愛の募金」として各種福祉 団体に寄付を続けられてきました。平成１４年１２月１８日には、組合設

立 ３ ０ 周 年 の 記 念 と し て、い ば ら き の 会 に １ ０ 万 円 の 寄 付 を い た だ い て い ま す。 

伊勢甚労働組合中央執行委員長の武田宏司さんからは、「伊勢甚労組の最後の社会貢献運動になりまし

た。骨髄バンクの普及に役立ててください」とお話しいただきました。ご一緒に参加した磯貝さんは、バ

ンク登録の重要性を熱く語られ、贈呈式に参加した労組の役員さんも、今度必ず登録するといって下さっ

た方もいました。（井手よしひろ） 

（左から）井手さん、磯貝さん、武田様 
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ドナー登録者30万人をめざして！ 

４月～９月 茨城県内イベント・登録会等報告 

５月１５日 つくばフェステバル献血併行登録会 
ドナー登録者数：登録４２名／受付４２名（県内新記録達成過去最高４１名） 

献血者数：採血８２名／受付８２名  

参加者：つくば保健所 飯島課長、岩淵さん、谷中さん 登録推進員 伊藤さん いばらきの会 牛島さ

ん、細谷栄一さん、細谷みさ紀さん、小田倉さん、川井さん、佐藤さん、野沢さん、和田さん、湯本さん、

植村さん、福間（究・明子） 

 朝は小雨のため献血者も少ない状況でしたが、１１時過ぎ、天候が

回復すると共に、バンク登録者が急に増え、午前中だけで１２人も

の登録がありました（昨年は１日で１３人）、一時は説明場所が足

らず受付のテーブルも説明場所になってしまいました。午後も好調

が続き、１５時ごろは献血ルームが混み合い、バンク登録も受付か

ら検査採血までに５０分以上もかかる状態になり、あきらめて帰ら

れる人も出ました。つくば献血ルームの皆様には、１６：３０以降

の登録場所の借用など大変お世話になり有難うございました。 登録

者の多かった要因は①天候の回復 ②１８才への登録年令の引き下

げ（１０代の方が６名と１４％を占めました）③筑波大学でのチラ

シ掲示（保健所で登録会のチラシをＡ３版カラーで作成していただき筑波大学で２８枚掲示してもらいまし

た） ④日曜日で大学生の方が登録しやすかった⑤献血ルーム前に登録会用のテントを張ったので登録会が

目立った⑥保健所、推進員、いばらきの会と合わせて１６名もの参加者があったので、献血者や一般の方へ

の勧誘が出来た。（福間究） 

  
７月１８日 県立こども病院設立２０周年記念感謝状贈呈式 
県立こども病院の２０周年記念式典に出席しました。ボランティアの団体への表彰で、いばらきの会も感謝

状をいただきました。川井さんが緊張した面持ちで感謝状を受けとりました。かず美さんも頑張ってまし

た。皆さん、おめでとうございました。（井手よしひろ） 

こども病院が小児医療の中核施設として大きな実績を挙げていることに、ほんの小さな関係者の一員として

心から賛辞を贈ります。また病院を支える民間ボランティアが実に様々な形で活動をされていることを知

り、その方々のこれまでのご努力に敬意を表すると共に、私たちもこれからも活動を継続して行こうと心に

誓いました。（クリスマス訪問は大洗JCも実施していることを初め

て知り、当会も負けちゃいられないと思いました。川井さん、かず

美ちゃんへ 大変お疲れ様でした。（牛島英二） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月２２日 筑西市役所献血併行登録会 

ドナー登録者数 登録３名／受付５名 

献 血 者 数 採血７８名／受付９５名 

参  加  者 筑西保健所 波川さん 

いばらきの会：川井さん、野沢さん、細谷みさきさん、細谷栄一 

午前中３名の登録を戴き、今日はまずまずかと思っていましたが、結果午後はゼロ。午後には二十代の方が結

構献血にいらっしゃいました。しかし、ささやき作戦も少々積極的なお願いします攻撃もまったく効きません

でした。 筑西市クラスで３名はかなり少ないと思います。事前にもう少し手を打つべきだったと反省してお

ります。今回二名の方が５１歳だった為登録できませんでした。９月から年齢の上限が変更になる旨説明し、

変更後にご登録いただくようお願いしました。（細谷栄一） 

知事を始め、お歴々の参加した式典は相当緊張されたことと

思います。式典後のパーティーでの知事を囲んだ写真で、川

井さんの表情が硬いことからもそれがうかがえます。かず美

ちゃんは余裕でにこやかに微笑んでいて、知事のお孫さんか

と思わせます。知事のクールビズ姿の穏やかな笑顔も印象的

でした。（牛島英二） 
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ドナー登録者30万人をめざして！ 

４月～９月 茨城県内イベント・登録会等報告 

７月２３日 つつみ幼稚園ＰＲ＆ペンシルバルーン募金 

募金総額２６,１７０円 寄付金３０，０００円 

恒例となりました、つつみ幼稚園でのペンシルバルーン募金を行いました。地元取手支部から大勢の参加を

いただき、また気温も低めで過ごしやすく昨年に比べてかなりらくちん？なイベントとなりました。園内で

ヨーヨーやスーパーボールなどが売られていて、その影響か昨年ほどのフィーバー振りは見られず、大行列

はほとんど無く、募金額も低調でした。参加者が多く、分業できたことや園の先生と父兄の実行委員の方が

それぞれ１名ずつお手伝いをしていただいたおかげで混乱もなく、また事前に製作したものを手に持っての

陳列販売方式もかなり効果があり、園児たちを待たせることもあまりありませんでした。初参加の鈴木君（平

成４年生まれの中一男子・サッカー部員）は事前の練習の賜物でなかなか手つきも良く、とんぼを専門に奮

闘してもらいました。とても性格が明るい少年で、将来有望です。当会の新メンバーとして今後の活躍を期

待しましょう。もちろん１８歳になったら登録もね。終了後恒例の打上げには取手支部から稲葉さん、横田

さん、そして岡田さんのお三方に代表で参加していただき、それ以外の常連メンバーは牛久市内のファミレ

スでチーちゃんの退院祝い兼川井さん・かず美ちゃんのこども病院記念式典参加報告会兼臨時定例会を行い

ました。夕方５時前にかなり大きな地震が有り、園でのおまつりには直接の影響は無かったのですが、電車

で参加の私が千葉の社宅に帰りついたのは午前２時の少し前で、もうとんだ災難でした。参加された皆さん、

どうお疲れ様でした。（牛島英二） 

参加者：貫井さんファミリー、稲葉さんファミリー、横田善吉さん、結花さん、岡田さん 

    細谷さんファミリー、鈴木雄也くん、川井さん、植村さん、湯本さん、和田さん、牛島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月２８日の常陸大宮市役所献血併行登録会 

ドナー登録者数：登録１８名／受付１９名  

献血者数：採血６８名／受付８７名 参加者：大宮保健所 山田さん、赤津さん 登録推進員 泉田さん 

いばらきの会 川井さん、野沢さん、細谷 

今回の登録会は午前には９名の登録者がいらっしゃいました。午後にもその勢いは治まることなく更に9

名。大宮保健所の山田さんと赤津さんにはいつも骨髄バンクに多大なご理解とご協力をいただいていま

す。事前の広報についてもいろいろご尽力いただいております。それにしてもすごい数です。 

今回とても嬉しい登録者の方がいました。お母様とお嬢様2人の3人でご登録いただきました。きっと日常

的にドナー登録について話し合いをされているような、ボランティア意識の高いご家族なのでしょう。な

んてカッコいいんでしょう。常陸大宮市民の皆様に感謝！（細谷栄一） 

７月３１日いしおか七夕まつりペンシルバルーン募金 募金額２６，８４５円  
参加された皆さん、大変お疲れ様でした。募金額も皆さんの努力の賜物です。 私はバルーン作りにはあまり

参加せず、もっぱら黒子に徹して（後方の水戸信金の入口付近で飲んだくれて）おりましたが、暑さ対策で

泡の出る液体の大量摂取が災いして、軽い熱中症の症状を呈していたことが判明いたしました。会場で、２

年前にこども病院で骨髄バンクを通じて移植を受けた小学低学年の女の子を伴った若いご夫婦が話しかけ

てこられて、ご主人からある会合で何か話しをしてもらえないかとの打診を受けました。即答はしかねるの

で、名刺をお渡しして具体的な話を事務局長宛に連絡していただくようお願いしました。主治医はかず美

ちゃんと同じＤｒとのことでした。かず美ちゃんのお母様とおじいちゃん＆おばあちゃんが会場を訪れてご

挨拶（＆差し入れを頂戴しました）をいたしました。また、川井さんの美人の彼女？がバルーン作りの応援

で参加していただき、長時間に亘り主要メンバーとしてご活躍いただきました。このような場を提供してい

ただいた石岡青年会議所の皆様に心より感謝申し上げます。（牛島英二） 

どんなに忙しくても“泡の出る液体”

は忘れないウッシー会長です（＾＾） 今年もお世話になりました 大きい幼稚園児のかしまし娘 
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 ８月４日日立電線日高工場献血併行登録会 
ドナー登録者数：登録１６名／受付１６名 

献血者数：採血１００名／受付１１７名 

参加者：日立保健所 海老名さん、上野さん 登録推進員 五反田さん 

いばらきの会 川井さん、磯貝さん、牛島 

採血バス２台で、献血実績も多く若い方もたくさん見えたのですが、やはり業務中で時間が無いことを理由

に断る方が多かったため、懸命の声掛けも及ばず、低率にとどまりました。しかしながら工場全体の従業員

数は２０００名を超え、献血者数も多く、まだまだ登録希望者がたくさんおられる可能性もあり、ぜひ来年

も同工場での登録会を開催したいものです。（牛島英二） 

 

８月５日三和町商工会館/カスミ三和店献血併行登録会 

参加者：古河保健所：堀米さん  

登録推進員 伊藤さん（つくば献血ルーム）説明員 福間明子、福間 

 猛暑のなか、屋外での登録会のため献血者も少ない状況でした。５１～５４才の方が２名登録希望でした

が、残念ながらお断りしました。（福間究） 

 

８月１２日伊勢甚友部スクエア献血併行登録会 

ドナー登録者数：登録１１名／受付１２名  

献血者数：採血５６名／受付７３名 参加者：水戸保健所 悉知さん  

登録推進員 泉田さん いばらきの会 細谷栄一さん、福間さん、川井さん、野沢さん 

 

８月２３日日製オートモティブシステムでの献血併行登録会 

 

 

ドナー登録者数：登録２５名／受付２８名  

献血者数：採血１０４名／受付１２３名 

参加者：ひたちなか保健所 渡辺さん、上松さん 

登録推進員 仲田さん  

いばらきの会 川井さん、野沢さん、細谷 

 

昼頃から雷を伴う激しい雨に見舞われ、広い敷地内を移動することが困難と思われましたがそれにも拘ら

ず、濡れながらも多くの方々に献血にご協力頂きました。その中から、何と２５名の方のご登録を頂くこと

が出来、日製社員の方々のボランティア意識の高さに驚かされました。本当にありがとうございました。是

非来年もお願いしたいと思います。（細谷栄一） 

 

８月２７、２８日まつりつくば（つくば献血ルーム）献血併行登録会  
 ８月２７日（土）  

ドナー登録者数：登録２６名 献血者数：採血８４名／受付９３名  

参加者：つくば保健所 飯島課長 岩淵様 谷中様 登録推進員 伊藤さん いばらきの会 小田倉さん、川井

さん、野沢さん、植村さん、鈴木さん、福間究 
８月２８日（日） 

ドナー登録者数：登録１９名 献血者数：採血９１名／受付１０７名 参

加者：つくば保健所 飯島課長 岩淵様 谷中様 登録推進員 伊藤さんい

ばらきの会 小田倉さん、川井さん、野沢さん、植村さん、鈴木さん、細

谷さん 伊井詩織さん、福間明子さん、福間究、植村さん・伊井さんのお

嬢さんの友人の皆さん 天候は想像していたほど暑くはありませでした

が、まつりの人出の割には登録者が少ない結果でした。登録者が少なかっ

た主因は大学が夏休みで学生さんが少なかったことと、ささやき作戦に注

力できなかったためではと考えています。（福間究） 

 商工会館 カスミ三和店 計 

登録実績 1 5 6 

献血採血 12 37 49 

献血受付 13 40 53 
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９月４日茨城県青年会議所ＬＯＶＥスクエア献血併行登録会 
ドナー登録者数：登録２５名／受付２８名 献血者数：採血６２名／受付８２名 

参加者：土浦保健所 藤村係長、他１名 いばらきの会 福間さん、野沢君、植村

さん、和田さん、山﨑晃子さん、川井さん、細谷さん、鈴木さん、小田倉 

当日は心配していた台風などの発生もなく青空か？と思いましたが、残念ながら

今にも泣き出しそうな天気の中での登録会でした。どうにか最後まで雨も降らず

に済み登録会を終了することができました。登録者２５名中、２０代が５名、３

０代が１９名、４０代が１名でした。年代からもわかるように９割がた登録者は

青年会議所のメンバーさんでした。イベント開催時間が短かったのが残念でした

が、実質約半日での登録者の数としては多いのかなと思っておます。このブロック協議会のイベントは来年

以降も県内各地で続けられますので今後に期待したいと思います。ご協力いただいた皆様に感謝申し上げま

す。（小田倉孝夫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月５日（月）ベイシア玉造店献血併行登録会 

ドナー登録者数：登録１６名／受付１７名 献血者数 採血５５名／受付８２名 

参加者：鉾田保健所 長洲さん、他１名 登録推進員 仲田さん いばらきの会 福間究さん、川井さん、

和田さん、山﨑晃子、山﨑揚久 

テントを使用しての屋外での献血併行登録会だった為、台風の風や今にも雨が降りそうな天気に人出は少な

く、午前の登録は無しかと残念がっていたら、午前終了直前に店長さんが登録され、ひと安心。午後からは

強風や小雨に悩まされながらも順調にペースを上げ、ベイシアに仕事に来られている方も含め１６名登録し

ていただきました。店長さんが朝礼で自分も登録するのでお願いしますと言ってくれたそうです。感謝！

（山﨑揚久） 

９月６日（火）航空自衛隊百里基地献血併行登録会 
（またまた県内最高記録達成！！過去最高４２名） 

ドナー登録者数：登録４９名／受付５４名 献血者数：採血１５６名／受付１７９名 

参加者：水戸保健所悉知さん 登録推進員 泉田さん いばらきの会 福間さん、川井さん、野沢さん、 

山崎揚久 

屋外テントでの献血併行型登録会だった為、台風の風雨が心配されましたが建物の間ということもあり、風

はそれほどではありませんでしたが、雨は結構降ってしまいました。悪天候の中、開始早々から順調に登録

数も伸び、今回は昼休み無しで実施したこともあり49名が登録していただきました。衛生隊長山崎さんの事

前広報や、基地内で放送をしていただいた結果だったと思います。感謝！途中、予定より多くの方に登録し

ていただき検査ラベルが足りなくなる嬉しいハプニングもありましたが、センターのご配慮により何とか用

意していただき誠に感謝いたします。献血される中には何名かドナー登録されている方もいて、意識も高い

のだと実感した次第です。登録会終了後、今度骨髄提供される隊員がおみえになり、とても楽しみにしてい

ました。雨には悩まされましたが結果が県内最高記録ということもあり、とても嬉しい登録会でした（山﨑

揚久） 

９月１３日ジョイフル本田荒川沖店献血併行型ドナー登録会 

ドナー登録者数：登録１２名 献血者数：採血５６名／受付７２名 参加者：土浦保健所 藤村係長 

いばらきの会 小田倉さん、福間さん、野沢さん、鈴木由美子さん、山﨑晃子さん、山﨑揚久 

屋外でのテントを張っての献血併行型登録会で、３０度をこえる残暑がきつい登録会でした。暑さのせいで

しょうか、献血する方に比例して登録の数もそれほど伸びませんでした。参加された方々、猛暑の中、大変

お疲れ様でした。（山﨑揚久） 
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１０月 ７日（金）水海道市民会館（速報値 １５名登録） 

１０月１２日（水）日本原子力研究開発機構（速報値 ３２名登録） 

１０月２６日（水）流通経済大学（担当地区普及広報委員 牛島） 

１０月３０日（火）建設フェスタ（担当地区普及広報委員 細谷） 

１１月１２日（土）TXみらい平駅周辺 大好きいばらき県民まつり（担当地区普及広報委員 福間） 

   １３日（日）     同   上 

１１月２４日（木）県立医療大学（担当地区普及広報委員 小田倉） 

１１月２９日（火）三菱化学（担当地区普及広報委員 牛島） 

１１月２９日（火）筑西市役所関城支所（地区普及広報委員 細谷） 

１２月２７日（火）茨城県庁（担当地区普及広報委員 山﨑） 

上記登録会に関するお問い合わせは事務局までお願いいたします。 

６月４日 平成１７年度いばらきの会総会開催！！  
会長挨拶 牛島英二 

会員の皆さん、昨年一年間の当会活動へご参加・ご協力いただきまして誠にありがとうございました。心よ

り感謝すると共に御礼申し上げます。昨年度の活動における特記事項として、登録推進員制度が導入実施さ

れたことが挙げられます。これは以前から県に導入をお願いしてきたものですが、薬務課の特段のご配慮・

ご尽力により昨年度から導入実現しました。当会からは上期に福間さん、下期に佐藤恵子さんがそれぞれ推

進員としてご活躍されました。特に福間さんは導入時の様々なルール作りなど正に推進員制度の基礎を築き

上げていただき、さらにつくばルームでのご尽力により同ルームでの登録数が対前年比で倍増する実績を残

されました。同制度は今年度も継続実施していただいており、本業を持つ当会説明員の平日対応の強力な

助っ人として、また献血併行型登録会の大きな戦力として各献血ルームに配属された説明員の方々に各地で

の登録会にご参加いただいています。当会も１９９９年発足以来７年目を迎え、行政や血液センターなど関

係各方面の方々の多大なるご尽力により本県における骨髄バンク事業は、お蔭様にて発展拡大モードにあり

ドナー登録数も順調に伸びてきております。ドナー登録率全国順位も当会発足当時の４０位台後半の最下位

レベルから昨年度末では３５位まで上昇してきておりますが、まだまだ下位レベルであり今後も一人でも多

くのドナー登録者を得ることにより患者さんの救命に寄与することを目的として、今年度もドナー登録会を

中心とした活動に力を注ぎたいと考えておりますので、会員の皆さんのお力添えをどうかよろしくお願いい

たします。 また、当総会におきまして下記の活動方針が参加者の拍手により承認されました。 

☆いばらきの会 今年度活動方針☆ モットー：気負わず、あせらず、できることから、楽しく 

（１）県内ドナー登録会開催を積極的に推進します。 

  ・県が計画した献血併行型登録会について、担当保健所と協調して企画調整から当日運営までを主 

   体的に担当します。 

  ・ライオンズクラブなど献血主催団体に働きかけて、献血併行型登録会をさらに多く開催できるよ 

   う努力します。 

（２）普及啓発活動に積極的に取り組みます。 

   県内各市町村で開催される健康まつり、企業祭、学園祭などの各種イベントに参加し、骨髄バン 

   クの普及に努めます。 

（３）会員増による会の発展を目指します。 

  ・会報を年６回程度発行します。また電子メールなどにより会員相互の意見交換と、会員のニーズ 

   を会の運営に反映します。 

  ・各種イベントの開催を通じて、新会員の獲得に努めます。 

  ・会員へ説明員資格取得を通 じてド ナー

登 録 会への 積極

的 参 加を呼 び掛

け ま す。 

 

 

 

 

１０月～１２月の登録会予定 
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本年度役員は下記の通り決定されました。 

いばらきの会 平成１７年度役員 

顧問        ：井手よしひろ 

会長        ：牛島英二 

副会長      ：貫井 徹 

事務局長    ：山﨑揚久 

取手支部長  ：貫井 徹 

県西支部長  ：細谷栄一 

つくば支部長：福間 究 

会報編集担当：小田倉孝夫 

HP編集担当  ：伊井義人 

会計        ：山﨑晃子 

会計監査    ：川井正一 
 

総会終了後、ペンシルバルーンの作り方の講習会を実施しました。 

ペンシルバルーン講習会終了後は、恒例の宴会に突入！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かんぱ～い！！ 

今宵も明るく楽しく、くるみ屋

の夜が更けてゆくのでありま

した・・・・ 

 

はじめまして(^^)林敬子(ﾊﾔｼｹｲｺ)と申します。 

県央の那珂市に住む、四十ちょいの働く主婦です。 

ドナー登録から三年目の今年、ドナー候補になったのがきっかけでこの会の活動を知り、何かお手伝い

出来ればと参加を申し込みました。職場では同僚から「敬子ネエ(姉)はサザエさんだね」と言われ、

私ってそんなにそそっかしい？？とガッカリしつつもちょっと納得^^;な今日この頃ですが、皆さんの

ご迷惑にならないよう「落ち着いて」行動したいと思います。どうぞヨロシクお願い致しますm(__)m 
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当会会員の植村千絵美さんがドナーとなりました！ 

つくば市在住の大学生で、当会のヤングアイドルでもあるチーちゃんこと植村千絵美さんがこの度めで

たく晴れのドナーとなりました。パチパチパチ(^o^) 

チーちゃんは二十歳となってすぐにドナー登録し、登録後わずか数ヶ月で適合通知が来て、あれよあれ

よという間に、正にあっという間にドナーとなってしまいました。私などは登録して１０年来一度もお

呼びのかけらもなく、チーちゃんのこの度の快挙は誠にうらやましく、実にねたましくもあります。 

某月末に行われた最終同意にはチーちゃんの暖かい？ご配慮で「立会人」として参加立会いさせていた

だきました。本人のリラックスムードに反して立会人のほうが終始緊張しておりましたが、終了後にお

母様に泡の出る液体をごちそうしてもらい、ようやく緊張がほぐれた次第でした。 

そして６月総会の場で、提供に向けた出陣式を本人を含む参加者全員で盛大に挙行しました。私は激励

祝辞の中で、「この度チーちゃんがドナーとなられることは当会始まって以来の快挙です。瀧さん、伊

井さん、細谷さんに続いて四人目のドナー経験者の誕生です。患者さん救命への寄与を活動目的とする

いばらきの会から、新たにドナー経験者が生まれることは誠にうれしく喜ばしく思います。チーちゃん

にとっても、提供を受ける患者さんにとっても新たな門出となることでしょう。その患者さんが一日も

早く退院され、健康を回復されることを心から祈ります。」と挨拶しました。続いて先輩ドナー経験者

として伊井さん、細谷さんから暖かい激励の言葉が贈られました。チーちゃんは少しはにかみながら満

面の笑顔で「がんばります！」と決意表明してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チーちゃん、おめでとう、そしてありがとう！やったねー！バンザーイ！パチパチパチ(^o^)  

（牛島英二） 

祝！植村千絵美さん、ドナー提供おめでとう！（１） 

がんばりま～す！ 

某月某日、つくば市内の病院で無事採取を終えたチーちゃんを採取日

翌日に、メンバー有志でお見舞いに訪れました。採取後の当日は少々

具合が良くなかったとのことでしたが、翌日のお見舞い時点ではいつ

ものチーちゃんに戻って笑顔で私たちを迎えてくれました。当日集

まったメンバーからは花束や感謝状、プレゼントなどが贈られ、みん

なで記念撮影してチーちゃんの無事採取終了を祝いました。 

お見舞い後はいつものつくばクレオで本人抜きの大祝賀会を開催し、

大いに盛り上がったことは言うまでもありません。 

行って参りま～す！ 

緊張感のないドナーさん！？ 
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祝！植村千絵美さん、ドナー提供おめでとう！（２） 

看護師さんと打ち合わせ 

大役を終えたちーちゃん 

表～彰～状！アンタはえらい！ 

ちょっとした人気者！？ 

無事退院しました～！ 

みなさん、応援ありがとうございました！ 

予想通り元気な入院＆元気な退院になりました。採取当日は麻酔の吐き気もあったけれ

ど、翌日には復活☆私だけの力じゃなくて皆の応援があったから乗り越えられました。本

当に本当に心強かったです！！今後は患者さんの回復を祈るばかり☆いばらきの会の強い

願いが患者さんに届きますよぅに 

(^_-)-☆また来年お呼びがかかるといいなぁっと！ 

植村千絵美でした。。。 
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ドナー登録者30万人をめざして！ 

日本骨髄バンク骨髄提供希望者(ドナー)登録者数：２１８,０３６人（県内４,３７８人） 

骨髄移植希望者（患者数）：３,０３５人（県内３９人） 

バンクを通じての移植例数：６,７８５例（県内移植数１２９例、県内採取数１１９例） 

(２００５年９月末現在） 

（財）骨髄移植推進財団 ホームページ http://www.jmdp.or.jp 

財団フリーダイヤル 0120-445-445  ドナーズネット http://donorsnet.net 
 

心のこもったご寄付をありがとうございました。（2005.４.1～９.31） 
 

細谷栄一、みさ紀様91,000円/瀧公恵様1,000円/福島照子様500円/牛島英二様50,000円 

川井正一様1,000円/伊井義人様3,000円/山﨑揚久様、晃子様3,000円／稲葉藤吉様5,000円 

つつみ幼稚園様30,000円/茨城県南瓦工事組合様5,000円/伊勢甚労働組合様49,284円 

菊池玲江様8,000円/佐藤ちい子様3,000円/林敬子様10,000円 
 

骨髄バンクのボランティアを応援してください！ 

骨髄バンクを支援するいばらきの会では、茨城県内で骨髄バンクの普及啓発をボランティアで行

っています。 活動資金は皆さまの善意の寄付によってまかなわれています。ボランティア活動

への応援をお待ちしております。なおご面倒でもご寄付と会費の納入は郵便振替でお願いします 

 

郵便振替口座名義：00110-3-127575  

加入者名義：骨髄バンクを支援するいばらきの会 

 

事務局からお知らせ 
○事務局の旅館くるみ屋のある旭村が１０月１１日より市町村合併により鉾田市となりました。 

住所表記は〒311-14１5茨城県鉾田市旭村造谷６０５。名刺など作成されたい方はご連絡下さい。 

会報読んでね 

編集後記  しばらく会報の発行をお休みしており申し訳ありませんで

した。お詫びついでに内容盛りだくさんに仕上げさせて頂きました。次号か

らは装いも新たに新コーナーも登場します。乞うご期待！（小田倉孝夫） 

９月１日から登録及び提供年齢引き上げ！ 
ドナー登録は１８歳から５４歳までの健康な方ならどなたでも登録が出来るようになりまし

た（提供２０～５５歳）１人でも多くの皆様の御協力をお願いいたします。また、骨髄移植

推進財団ホームページからも事前のお申し込みが可能となりました。ドナー登録についての

詳しい説明もございますので是非ご覧ください。 

定例会のお知らせ 
日時：平成１７年１０月２９日（土）１４：００～ 

場所：旅館くるみ屋（食堂） 鉾田市（旧旭村）造谷６０５ TEL:0291-37-0555 

実施内容：意見交換会、ドナー登録説明員研修会、ペンシルバルーン研修会、その他 

参加費：宿泊者５千円、夕食のみ３千円、例会のみの方は無料。 

参加ご希望の方は事務局山﨑（090-8306-7111）までご連絡下さい。 


